
中国の観音信仰における『首楞厳経』の影響について

― 207 ―

〈
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
発
表
論
文
〉

　
　
　
中
国
の
観
音
信
仰
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お
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楞
厳
経
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影
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一
、
は
じ
め
に

　

観
世
音
（
以
下
観
音
と
略
称
）
信
仰
は
、
中
国
及
び
東
ア
ジ
ア
の
根
本
の
信
仰
で
あ
り
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
仏

教
と
共
に
伝
来
し
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
後
漢
の
支
曜
訳
『
仏
說
成
具
光
明
定
意
経
』
中
に
は
「
観
音
」
（
『
大
正
蔵
』
巻
一
五
、

頁
四
五
一
、
下
段
第
一
～
一
一
行
）
と
あ
り
、
西
晉
の
竺
法
護
訳
《
普
曜
経
》
巻
一
の
說
法
門
品
第
二
で
も
「
観
音
法
門
」
（
『
大
正

蔵
』
巻
三
、
頁
四
八
七
、
上
段
第
二
二
行
）
と
さ
れ
て
い
る
。
今
で
も
、
筆
者
の
故
郷
、
海
南
島
の
三
亜
市
に
あ
る
南
山
の
海
岸
に
海
の

中
で
、
一
〇
八
メ
ー
ト
ル
の
南
海
観
音
が
二
〇
〇
四
年
に
建
て
ら
れ
た
。
観
光
客
は
一
日
々
十
五
万
人
を
超
え
る
時
期
も
あ
り
、
人
気
の

観
光
地
で
あ
る
と
共
に
、
観
音
信
仰
の
礼
拝
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
経
済
と
社
会
の
急
速
な
成
長
に
齎
さ
れ
た
人
々
心
の
ス
ト
レ
ス
を
解

消
で
き
る
場
所
と
な
り
つ
つ
も
、
人
々
に
新
た
な
勇
気
と
穏
や
か
で
平
和
な
気
持
を
与
え
る
観
音
信
仰
の
道
場
に
も
な
っ
て
い
る
。
従
っ

て
、
観
音
信
仰
の
研
究
は
中
国
及
び
ア
ジ
ア
世
界
に
と
っ
て
生
き
た
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
中
国
に
お
け
る
観
音
信
仰
の
歴

史
の
流
れ
を
遡
る
と
、
唐
代
ま
で
は
、
普
門
観
音
信
仰
と
千
手
千
眼
大
悲
観
音
信
仰
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
先
学
達
は
指
摘
し
て
い

る
。
今
は
、
こ
の
先
学
達
の
研
究
成
果
に
触
れ
な
が
ら
、
二
つ
の
流
れ
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
経
典
―
『
首
楞
厳
経
』
第
六
巻
に
あ
る
観

音
菩
薩
の
部
分
を
検
討
し
た
い
。
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一
、
中
国
の
普
門
観
音
信
仰

　

観
音
菩
薩
と
い
え
ば
、
『
法
華
経
』
普
門
品
と
い
う
経
典
が
思
い
出
さ
れ
た
が
、
法
華
経
の
初
訳
と
前
後
し
て
中
国
で
訳
さ
れ
た
経

典
の
う
ち
、
観
音
菩
薩
に
つ
い
て
言
及
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
浄
土
系
の
『
阿
弥
陀
経
』
・
『
無
量
寿
経
』
・
『
無
量
清
浄
平
等
覚

経
』
の
三
経
が
、
三
世
紀
の
後
半
す
で
に
訳
さ
れ
た
も
の
と
し
て
存
在
す
る
（
１
）。
こ
の
う
ち
、
『
無
量
寿
経
』
の
中
に
、
阿
弥
陀
仏
の
両
脇

侍
と
し
て
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
の
名
を
あ
げ
る
西
方
三
聖
と
な
る
存
在
が
印
象
的
な
も
の
で
あ
る
。
本
格
的
な
観
音
信
仰
に
は
、
『
法

華
経
』
系
の
経
典
が
翻
訳
さ
れ
た
後
の
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
る
。
『
法
華
経
』
系
経
典
と
し
て
現
存
す
る
『
正
法
華
経
』
・
『
妙
法
蓮
華

経
』
・
『
添
品
法
華
経
』
の
中
で
、
竺
法
護
訳
『
正
法
華
経
』
の
完
成
は
太
始
元
年
（
二
七
六
年
）
と
さ
れ
、
観
音
信
仰
は
遅
く
と
も
こ

の
時
期
に
ま
で
遡
ら
れ
る
（
２
）。
さ
ら
に
、
『
観
世
音
経
』
は
『
法
華
経
』
系
経
典
か
ら
独
立
し
て
流
行
し
、
新
た
な
『
観
世
音
経
』
を
造
り

始
め
る
時
期
が
迎
え
た
。
ま
た
、
観
音
信
仰
に
は
、
観
音
の
姿
が
女
性
化
さ
れ
た
妙
善
公
主
が
出
現
し
た
こ
と
が
宋
代
に
纏
め
ら
れ
た
書

物
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
（
３
）。

「
ど
の
家
に
も
弥
陀
が
あ
り
、
家
ご
と
に
観
音
が
あ
る
」
（
「
家
家
有
弥
陀
、
戸
戸
有
観
音
」
）
と
い
う
こ

と
わ
ざ
も
あ
る
（
４
）。

今
で
も
、
毎
年
の
旧
暦
二
月
十
九
日
・
六
月
十
九
日
・
九
月
十
九
日
は
観
音
の
誕
生
日
・
出
家
・
成
道
と
し
て
廟
会
な

ど
の
行
事
が
何
日
か
に
亘
っ
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
『
観
音
応
験
伝
』
・
『
観
音
応
験
記
』
・
『
宣
驗
記
』
・
『
冥
詳
記
』
な
ど

観
音
信
仰
の
物
語
が
次
々
と
登
場
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
観
音
信
仰
は
民
衆
の
中
に
広
ま
り
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
が
、
同
時
に
、
観
音
信

仰
の
理
論
的
な
研
究
も
進
み
、
深
く
人
々
の
自
性
真
心
の
底
に
本
流
と
し
て
到
達
し
た
。

　

上
の
述
べ
た
よ
う
に
、
法
華
経
系
か
ら
独
立
し
た
『
観
世
音
経
』
は
、
『
祐
録
』
（
新
集
続
撰
失
訳
雑
経
録
）
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

観
世
音
求
十
方
仏
各
為
授
記
経
一
巻
（
抄
）

観
世
音
所
說
行
法
経
一
巻
（
是
呪
経
）

光
世
音
経
一
巻
（
出
正
法
華
経
或
云
光
世
音
普
門
品
）
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観
世
音
経
一
巻
（
出
新
法
華
）

請
観
世
音
経
一
巻
（
一
名
請
観
世
音
菩
薩
消
伏
毒
害
陀
羅
尼
呪
経
）
（
『
大
正
蔵
』
巻
五
五
、
頁
二
二
、
中
段
第
一
六
～
二
二
行
）

　

さ
ら
に
、
中
国
撰
述
の
経
典
と
し
て
、
智
昇
『
開
元
録
』
の
『
疑
惑
再
詳
錄
』
と
『
偽
妄
乱
真
錄
』
の
中
に
あ
げ
て
い
る
観
音
経
論

は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

観
世
音
三
昧
経
一
巻

弥
勒
下
生
遣
観
世
音
大
勢
至
勸
化
衆
生
捨
惡
作
善
寿
樂
経
一
巻
（
亦
直
云
寿
樂
経
十
紙
）

高
王
観
世
音
経
一
巻
（
亦
云
小
観
世
音
経
半
紙
餘
）

観
世
音
十
大
願
経
一
巻
（
仁
寿
錄
云
一
名
大
悲
観
世
音
経
具
題
云
大
悲
観
世
音
弘
猛
慧
海
十
大
願
品
第
七
百
）

観
世
音
三
昧
経
一
巻

弥
勒
下
生
観
世
音
施
珠
寶
経
一
巻

観
世
音
詠
託
生
経
一
巻

新
観
世
音
経
一
巻

日
蔵
観
世
音
経
一
巻
（
一
紙
半
）

観
音
無
畏
論
一
巻
（
隋
日
有
人
偽
造
釈
高
王
観
世
音
経
）
（
『
大
正
蔵
』
巻
五
五
、
頁
六
七
一
中
段
第
二
〇
行
～
頁
六
八
〇
上
段
第
一
七
行
）

　

こ
れ
ら
の
よ
う
に
膨
大
な
中
国
撰
述
経
典
は
、
観
音
信
仰
が
中
国
本
土
に
受
容
さ
れ
変
容
し
た
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
学

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
六
朝
期
ま
で
に
は
、
観
音
の
功
徳
、
利
益
、
性
格
、
能
力
な
ど
が
世
に
認
め
ら
れ
、
礼
拝
、
供
養
と
い
っ
た
実
際

的
規
定
が
定
ま
り
、
観
音
信
仰
の
本
質
は
確
立
し
た
。
そ
れ
と
共
に
、
観
音
に
対
す
る
教
理
的
な
研
究
、
つ
ま
り
、
観
音
信
仰
の
哲
学

的
な
研
究
が
、
隋
代
に
至
る
と
、
空
前
絶
後
の
頂
点
に
到
達
し
、
吉
蔵
・
智
顗
等
の
仏
教
研
究
者
達
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
（
５
）。
例

え
ば
、
智
者
大
師
智
顗
は
『
法
華
文
句
』
・
『
法
華
義
疏
』
の
観
音
普
門
品
の
注
釈
中
だ
け
で
は
な
く
、
『
観
音
玄
義
』
・
『
観
音
義
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疏
』
・
『
請
観
音
経
疏
』
の
中
で
も
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
即
ち
、
観
音
と
い
う
の
は
、
「
観
」
と
は
観
智
、
即
ち
宗
教
的
叡
智
と

も
い
う
べ
き
、
濁
り
な
く
惑
い
な
き
心
の
働
き
、
朗
ら
か
に
清
ら
か
な
智
慧
と
感
情
と
を
渾
融
し
た
認
識
、
主
観
と
も
い
う
べ
き
も
の
、

「
世
」
と
は
客
観
的
世
界
の
一
切
の
も
の
、
「
音
。
と
は
機
の
こ
と
、
機
は
機
根
、
狭
義
に
は
観
音
信
仰
を
求
め
る
宗
教
心
の
ハ
タ
ラ
キ

で
あ
り
、
広
く
は
一
般
の
要
求
に
向
っ
て
働
き
つ
つ
あ
る
生
類
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
観
世
音
」
と
は
、
曇
り
な
き
宗
教
的
理
性

の
鏡
に
映
る
世
界
及
び
人
類
と
も
言
え
、
あ
る
が
ま
ま
の
世
界
及
び
人
類
が
、
宗
教
的
観
照
の
鏡
に
お
い
て
、
あ
る
べ
き
理
想
の
姿
に
ま

で
高
め
ら
れ
浄
め
ら
れ
る
こ
と
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
（
６
）。
こ
の
よ
う
な
観
智
に
洗
練
さ
れ
た
真
理
の
観
音
と
い
う
解
釈
は
特
徴

的
で
あ
る
。
六
朝
時
代
の
観
音
信
仰
の
研
究
は
理
論
的
な
発
展
の
一
つ
の
頂
点
で
あ
る
と
共
に
、
観
音
信
仰
の
広
ま
り
を
背
景
と
し
て
さ

ら
に
深
い
側
面
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
三
、
中
国
の
千
手
大
悲
観
音
信
仰

　

普
門
観
音
の
流
れ
が
観
音
信
仰
の
底
流
を
な
っ
た
一
方
で
（
７
）、

隋
唐
代
に
入
る
と
、
も
う
一
つ
の
流
れ
が
イ
ン
ド
の
密
教
的
な
観
音
信

仰
の
強
い
影
響
を
受
け
て
や
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
大
蔵
経
の
密
教
部
の
諸
菩
薩
義
軌
の
中
に
、
観
音
菩
薩
に
関
す
る
経
疏
軌
は

九
十
九
種
類
存
在
す
る
が
、
二
番
目
に
多
い
文
殊
菩
薩
（
二
十
八
種
）
・
三
番
目
に
多
い
金
剛
薩
埵
菩
薩
（
七
種
）
と
比
べ
る
と
、
圧
倒

的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
実
こ
そ
、
密
教
的
な
観
音
の
信
仰
・
研
究
が
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
く
反
映
し
て
い
る

と
い
え
る
。
こ
の
イ
ン
ド
的
な
特
徴
を
持
つ
複
雑
怪
奇
な
変
化
観
音
の
登
場
す
る
経
典
が
、
唐
代
に
お
い
て
、
最
も
流
行
し
て
い
た
。
佐

和
隆
研
氏
の
研
究
（
８
）に
よ
れ
ば
、
東
晋
の
『
請
観
世
音
菩
薩
消
伏
毒
害
陀
羅
尼
呪
経
』
に
み
え
る
観
音
菩
薩
や
、
他
に
、
十
一
面
観
世
音
菩

薩
、
不
空
絹
索
観
音
菩
薩
、
陀
羅
尼
集
経
な
ど
の
変
化
観
音
菩
薩
、
准
提
観
音
菩
薩
、
如
意
輪
観
音
菩
薩
、
馬
頭
関
音
菩
薩
、
千
手
千
眼

大
悲
観
音
菩
薩
な
ど
が
次
々
と
伝
来
し
て
展
開
し
次
第
に
、
中
国
の
本
土
の
複
雑
な
思
想
信
仰
文
化
に
寄
り
そ
っ
て
大
悲
観
音
菩
薩
に
ま

と
め
ら
れ
た
と
わ
れ
て
い
る
。
小
林
市
太
郎
氏
（
９
）に

よ
れ
ば
、
唐
代
の
新
訳
時
代
に
な
る
と
、
中
国
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
よ
う
に
、
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観
音
の
図
像
と
信
仰
形
態
が
大
き
く
変
化
し
、
非
常
に
複
雑
怪
奇
な
、
陀
羅
尼
の
効
能
が
あ
る
十
一
面
、
不
空
絹
索
、
准
提
、
如
意
輪
、

千
首
、
千
手
、
千
臂
、
千
眼
な
ど
の
変
化
観
音
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
そ
れ
ら
の
変
化
諸
観
音
の
信
仰
は
、
大
悲
の
そ
れ
に
吸
収
さ
れ
、

そ
し
て
、
大
悲
菩
薩
、
密
教
諸
観
音
の
う
ち
最
も
豊
麗
神
怪
・
威
力
絶
大
な
る
千
手
観
音
の
崇
拝
が
、
こ
の
流
れ
を
ほ
と
ん
ど
代
表
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

千
手
観
音
に
関
す
る
経
軌
の
初
訳
は
、
唐
の
智
通
訳
『
千
臂
千
眼
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼
経
』
二
巻
で
、
『
千
臂
経
』
・
『
千
手
経
』
と

も
い
う
。
『
宋
高
僧
伝
』
（
『
大
正
蔵
』
巻
四
九
、
頁
七
一
九
下
段
第
一
九
行
～
頁
七
二
〇
上
段
第
一
行
）
に
よ
れ
ば
、
智
通
は
、
俗
姓

は
趙
、
河
南
西
部
の
陝
州
安
邑
の
人
で
あ
り
、
律
行
精
明
、
経
論
該
博
で
あ
っ
た
が
、
西
域
に
行
っ
て
法
を
求
め
る
志
を
立
て
、
洛
陽
の

訳
経
館
に
お
い
て
梵
語
・
梵
書
を
習
得
し
た
。
貞
観
期
に
北
天
竺
の
僧
が
『
千
臂
千
眼
経
』
の
梵
本
を
齎
し
て
奉
進
し
た
と
き
、
太
宗
の

勅
に
よ
っ
て
智
通
は
梵
僧
と
共
に
こ
の
経
を
訳
し
た
。
ま
た
、
高
宗
の
永
徽
四
年
（
六
五
三
年
）
に
、
總
持
寺
に
お
い
て
、
『
千
囀
陀
羅

尼
観
世
音
菩
薩
呪
』
一
巻
・
『
観
自
在
菩
薩
随
心
呪
』
一
巻
・
『
清
浄
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼
』
一
巻
な
ど
の
四
部
五
巻
を
訳
し
た
。
そ
の

翻
訳
は
梵
文
を
よ
く
理
解
す
る
と
共
に
、
あ
た
か
も
そ
れ
に
漢
文
を
た
だ
ち
に
対
応
さ
せ
た
の
で
、
人
は
み
な
推
伏
し
た
と
い
う
。
ま
た

瑜
伽
祕
密
教
の
呪
術
を
行
い
大
き
く
感
通
を
得
た
と
い
う
。
即
ち
、
智
通
は
専
門
的
に
諸
観
音
の
呪
経
を
訳
し
た
人
で
あ
り
、
諸
観
音
の

呪
術
を
修
行
し
て
神
通
を
も
持
っ
て
い
る
人
物
で
あ
っ
た
の
で
、
呪
法
を
主
と
す
る
当
時
の
変
化
観
音
の
勃
興
に
際
し
、
彼
が
、
一
種
の

有
力
な
推
進
者
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
推
察
で
き
る
。
智
通
が
『
千
臂
千
眼
経
』
を
訳
し
た
後
に
、
（
七
〇
六
年
頃
）
菩
提
流
志
が

同
本
を
も
う
一
度
訳
し
た
。
こ
れ
は
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
姥
陀
羅
尼
身
経
』
一
巻
で
あ
る
。
智
通
の
訳
し
た
『
千
臂
千
眼
経
』
は

後
々
ま
で
広
く
読
ま
れ
た
が
、
し
か
し
実
際
に
陀
羅
尼
と
し
て
後
に
も
っ
ぱ
ら
誦
持
さ
れ
た
の
は
、
智
通
も
そ
の
翻
訳
に
参
加
し
た
伽
梵

達
摩
訳
の
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
碍
大
悲
心
陀
羅
尼
経
』
一
巻
で
あ
る
。
ち
な
み
に
唐
代
に
訳
さ
れ
た
千
手
千
眼
大
悲
の

経
軌
は
決
し
て
こ
れ
ら
の
訳
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
十
一
本
が
翻
訳
さ
れ
た
と
い
う
（
（1
（

。

　

そ
の
内
容
と
思
想
は
諸
々
の
陀
羅
文
と
印
契
を
説
い
て
、
色
々
な
方
便
を
持
つ
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
特
に
伽
梵
達
摩
訳
で
は
、
こ
の
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陀
羅
尼
の
功
徳
と
し
て
飢
餓
と
困
苦
に
よ
っ
て
死
ぬ
こ
と
は
な
い
な
ど
と
す
る
十
五
種
の
善
生
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
誦
持
の
功
徳
と
成
就
法

を
示
し
、
さ
ら
に
如
意
手
か
ら
葡
萄
手
ま
で
の
四
十
の
手
（
無
畏
手
と
契
印
も
含
む
）
に
各
々
の
功
徳
が
あ
る
こ
と
を
説
き
、
最
後
に
日

光
・
月
光
菩
薩
が
陀
羅
尼
の
受
持
者
を
擁
護
す
る
た
め
の
陀
羅
尼
を
説
い
た
と
い
う
（
（1
（

。
こ
の
よ
う
な
千
臂
・
千
眼
・
千
面
（
首
）
な
ど
の

内
容
が
特
徴
的
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
　
四
、
二
種
の
観
音
信
仰
の
合
流
と
『
首
楞
厳
経
』

　
　
（
一
）
『
首
楞
厳
経
』
の
趣
旨

　

本
経
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
阿
難
が
乞
食
の
途
中
、
魔
女
の
摩
登
伽
の
幻
術
に
か
か
り
、
あ
や
う
く
戒
体
を
破
ろ
う
と
す
る

と
こ
ろ
に
、
「
常
住
真
心
、
性
浄
明
体
」
を
説
く
有
名
な
「
七
処
徴
心
」
を
述
べ
て
、
主
客
内
外
に
拘
わ
ら
ず
、
心
を
固
定
的
に
把
握
し

よ
う
と
す
る
想
念
が
次
々
と
打
破
さ
れ
る
。
そ
こ
に
一
切
衆
生
が
、
無
始
以
來
、
顛
倒
を
重
ね
る
の
は
、
二
種
根
本
を
知
ら
な
い
で
、

錯
乱
し
修
習
す
る
か
ら
だ
と
さ
れ
、
そ
の
一
は
無
始
生
死
の
根
本
、
そ
の
二
は
無
始
の
菩
提
涅
槃
の
体
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、
人
心
に

深
く
潜
む
煩
悩
の
根
本
が
追
求
さ
れ
、
そ
の
清
浄
な
本
体
を
体
得
し
な
け
れ
ば
、
た
と
い
一
切
の
見
聞
覚
知
を
滅
し
て
、
内
に
幽
閑
を
守

る
も
、
猶
法
塵
分
別
の
影
事
た
り
」
と
断
定
さ
れ
る
。
つ
い
に
、
「
色
身
よ
り
外
、
山
河
虚
空
大
地
に
至
る
ま
で
、
こ
と
ご
と
く
妙
明
の

真
心
中
の
物
で
あ
る
」
。
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
分
別
心
を
妙
明
元
心
に
還
す
必
要
が
あ
る
と
し
、
八
種
の
譬
喩
を
あ
げ
て
還
の
実
態
を
示

す
。
こ
れ
は
有
名
な
八
還
説
で
あ
る
。
し
か
し
真
に
還
る
と
こ
ろ
な
き
地
還
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
見
る
ハ
タ
ラ
キ
と
そ
の
対
象
と
な
る
物

類
は
差
別
が
あ
っ
て
も
、
見
性
に
は
差
異
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
こ
に
主
客
の
対
立
を
絶
し
た
見
性
の
主
体
性
確
立
が
要
求
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
の
物
象
と
見
精
と
の
対
立
の
底
に
あ
る
も
の
こ
そ
、
菩
提
妙
浄
明
の
体
で
あ
り
、
こ
の
真
心
は
是
と
非
是
と
の
対
立
を
超
越

す
る
。
さ
ら
に
、
「
五
陰
・
六
入
・
十
二
処
・
十
八
界
・
七
大
」
は
因
縁
で
も
な
く
自
然
で
も
な
い
、
み
な
如
来
蔵
中
の
も
の
で
あ
っ

て
、
性
真
円
融
・
不
生
不
滅
で
あ
る
。
覚
に
背
い
て
塵
に
合
す
る
な
ら
ば
、
塵
労
を
発
し
て
世
間
相
を
呈
す
る
し
、
塵
を
滅
し
て
覚
に
合
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す
る
な
ら
ば
、
真
如
妙
性
を
発
揮
す
る
。
主
体
の
心
量
に
お
い
て
瞬
時
に
行
わ
れ
、
肯
定
さ
れ
た
も
の
が
一
気
に
否
定
さ
れ
、
否
定
さ
れ

た
も
の
が
一
気
に
肯
定
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
次
に
経
典
で
、
如
来
蔵
の
心
元
は
「
即
を
離
れ
非
を
離
れ
、
是
即
是
非
」
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
「
知
見
に
知
を
立
す
れ
ば
、
即
ち
無
明
の
本
と
な
る
。
知
見
を
見
な
け
れ
ば
、
こ
れ
即
ち
涅
槃
無
漏
の
真
浄

な
り
」
と
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
円
通
す
る
方
法
と
し
て
、
十
八
界
・
七
大
が
い
ず
れ
も
円
通
門
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
最
後
に
観

音
菩
薩
が
、
三
十
二
の
応
身
を
示
現
し
て
、
衆
生
救
済
の
た
め
の
積
極
的
態
度
を
打
ち
出
し
、
十
四
の
無
畏
妙
力
と
四
不
思
議
の
妙
功
徳

を
そ
な
え
て
い
る
と
語
り
、
特
に
衆
生
の
要
望
に
耳
を
傾
け
る
耳
根
円
通
を
得
る
か
ら
、
観
世
音
の
称
号
を
得
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
道

場
様
式
・
最
も
長
い
陀
羅
尼
及
び
そ
の
功
徳
・
十
二
類
生
・
六
十
階
位
・
十
因
六
果
・
五
十
種
の
陰
魔
が
述
べ
ら
れ
る
中
で
、
「
大
地
草

木
蠕
動
含
霊
は
も
と
よ
り
真
如
な
り
」
と
、
強
く
悉
有
仏
性
が
肯
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
、
『
仏
祖
統
紀
』
巻
十
で
は
、
「
嘗
謂
楞
厳
一
経
、
劇
談
常
住
真
心
、
的
示
一
乗
修
証
、
為
最
後
垂
範

之
典
（
楞
厳
の
一
経
は
、
劇
し
く
常
住
の
真
心
を
談
じ
、
的
ら
か
に
一
乗
の
修
証
を
示
す
。
最
後
垂
範
の
典
た
り
）
」
（
『
大
正
蔵
』

巻
四
九
、
頁
二
〇
五
上
段
第
一
五
～
一
七
行
）
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
『
首
楞
厳
経
』
は
、
唐
代
以
来
、
偽
経
視
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら

ず
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
今
日
ま
で
広
く
愛
読
さ
れ
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
観
音
菩
薩
に
関
す
る
内
容
は
六
巻
の
ほ
と
ん
ど
全
巻
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
が
、
そ
れ
は
耳
根
円
通
法
門
・
三
十
二
応

身
・
十
四
無
畏
・
四
不
思
議
の
四
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
以
下
に
こ
れ
ら
の
四
つ
の
部
分
を
一
つ
一
つ
分
析
し
、
唐
代
の
観
音
信
仰

の
流
れ
を
ど
う
い
う
風
に
受
け
継
い
で
い
る
か
を
見
て
み
た
い
。

　
　
（
二
）
耳
根
円
通
の
観
音
法
門
と
『
法
華
経
』
普
門
品
の
観
智
と
の
関
連

　

耳
根
円
通
と
は
、
観
世
音
菩
薩
が
大
昔
、
菩
提
心
を
発
し
て
，
観
世
音
仏
か
ら
教
わ
っ
た
聞
・
思
・
修
よ
り
三
摩
地
に
入
る
方
法
で
あ
る
。

初
於
聞
中
、
入
流
亡
所
。
所
入
既
寂
、
動
静
二
相
、
了
然
不
生
。
如
是
漸
増
、
聞
・
所
聞
尽
、
尽
聞
不
住
、
覚
・
所
覚
空
。
空



― 214 ―

覚
極
円
、
空
・
所
空
滅
。
生
滅
既
滅
、
寂
滅
現
前
。
忽
然
超
越
世
出
世
間
、
十
方
円
明
、
獲
二
殊
勝
。
一
者
上
合
十
方
諸
仏

本
妙
覚
心
、
与
仏
如
来
同
一
慈
力
。
二
者
下
合
十
方
一
切
六
道
衆
生
、
与
諸
衆
生
同
一
悲
仰
。
（
『
大
正
蔵
』
巻
一
九
、
頁

一
二
八
中
段
第
一
八
～
二
五
行
）

　

こ
れ
に
対
し
て
、
『
蓮
華
経
』
普
門
品
の
偈
文
は
、
「
真
観
清
浄
観　

広
大
智
慧
観　

悲
観
及
慈
観　

常
願
常
瞻
仰
」
（
『
大
正
蔵
』

巻
九
、
頁
五
八
上
段
第
一
八
～
一
九
行
）
と
な
っ
て
い
る
。
両
者
の
関
係
は
、
明
代
の
曾
鳳
儀
が
『
楞
厳
宗
通
』
の
中
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
『
首
楞
厳
経
』
の
「
初
於
聞
中
、
入
流
亡
所
。
所
入
既
寂
、
動
静
二
相
、
了
然
不
生
。
如
是
漸
増
、
聞
所
聞
尽
」
は
（
『
法
華
経
』

の
）
真
観
に
当
た
り
、
二
つ
の
相
が
生
じ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
尽
聞
不
住
、
覚
所
覚
空
」
は
（
『
法
華
経
』
の
）
「
清
浄
観
」

に
当
た
り
、
聞
を
尽
く
し
て
覚
を
空
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
空
覚
極
円
、
空
所
空
滅
。
生
滅
既
滅
、
寂
滅
現
前
」
は
（
『
法
華

経
』
の
）
「
広
大
智
慧
観
」
に
当
た
る
と
い
う
。

　

よ
っ
て
、
曾
鳳
儀
に
よ
れ
ば
、
『
首
楞
厳
経
』
に
説
か
れ
る
観
音
菩
薩
の
耳
根
円
通
法
門
は
、
『
法
華
経
』
普
門
品
の
智
観
の
思
想
を

受
け
継
い
で
い
る
と
い
え
る
。
特
に
、
こ
の
部
分
に
説
か
れ
て
い
る
耳
根
円
通
が
聞
性
に
帰
す
る
と
い
う
主
張
と
、
智
顗
大
師
に
よ
っ
て

提
唱
さ
れ
た
観
音
の
真
理
（
智
観
）
と
が
極
め
て
ぴ
っ
た
り
と
合
致
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

つ
ま
り
、
智
顗
大
師
論
じ
た
よ
う
に
、
観
音
は
単
な
る
客
観
的
な
存
在
で
は
な
く
、
宗
教
的
真
理
の
働
き
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
即
ち
人
格
と
し
て
の
観
音
菩
薩
を
超
え
て
、
形
而
上
学
的
な
観
音
真
理
の
実
在
に
迫
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
観
音
の
本
体
は
真
如
法

身
で
あ
り
、
人
格
者
と
し
て
の
観
音
菩
薩
は
真
如
法
身
よ
り
働
き
出
る
化
身
で
あ
る
と
の
説
が
生
ま
れ
る
と
い
う
（
（1
（

。
観
智
に
よ
っ
て
洗
練

さ
れ
た
真
理
の
観
音
は
、
具
体
的
に
は
人
々
が
心
に
お
い
て
懺
悔
し
た
り
、
称
名
し
た
り
、
陀
羅
尼
行
な
ど
の
実
践
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
き
た
人
格
者
と
し
て
の
働
き
を
顕
す
。
そ
の
人
格
の
認
識
は
、
機
根
に
応
じ
て
客
観
的
な
存
在
と
も
な
り
、
空
・
無
我
・
平
等
と

い
っ
た
理
体
と
も
な
り
、
卓
越
し
た
真
理
の
世
界
そ
の
も
の
と
も
な
り
、
真
理
に
即
し
た
現
実
世
界
の
事
々
物
々
と
も
な
る
。
人
々
は
眼

の
前
に
安
置
さ
れ
た
観
音
の
尊
像
に
即
し
て
、
無
限
絶
大
な
真
理
の
観
音
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
日
々
の
生
活
に
お
け
る
憂
き
こ
と
悲
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し
き
こ
と
が
、
一
歩
を
翻
せ
ば
観
音
の
慈
悲
に
摂
取
さ
れ
た
光
明
、
歓
喜
の
生
活
に
転
回
す
る
と
い
う
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ

ま
り
、
観
照
の
智
慧
が
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
凡
夫
の
苦
悩
、
恐
怖
さ
ら
に
水
難
・
火
難
な
ど
が
消
滅
し
て
、
た
だ
真
理
に
照
ら
さ
れ
た

諸
法
実
相
の
姿
が
あ
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
（
（1
（

。

　
　
（
三
）
三
十
二
の
応
身
と
普
門
品
の
三
十
三
の
化
身
と
の
異
同

　

次
に
、
『
首
楞
厳
経
』
の
三
十
二
の
応
身
と
『
法
華
経
』
普
門
品
の
三
十
三
の
化
身
と
の
異
同
に
つ
い
て
、
『
首
楞
厳
経
』
は
「
現

円
」
や
「
解
脫
」
や
「
成
就
」
と
い
っ
た
機
根
の
段
階
に
応
じ
た
弘
徳
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
『
首
楞
厳
経
』
に

お
け
る
「
緣
覚
身
」
と
「
独
覚
身
」
の
両
者
は
「
普
門
品
」
で
は
辟
支
仏
身
の
一
つ
と
さ
れ
、
普
門
品
の
「
迦
楼
羅
身
」
と
「
執
金
剛

身
」
の
両
者
は
『
首
楞
厳
経
』
で
は
欠
け
し
て
い
る
点
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
一
対
一
に
対
応
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
『
首
楞
厳
経
』
の

三
十
二
応
身
は
『
法
華
経
』
普
門
品
の
三
十
三
の
化
身
の
内
容
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
四
）
十
四
無
畏
妙
力
と
普
門
品
の
十
四
点
救
済
と
の
比
較
に
つ
い
て

　

次
に
、
『
首
楞
厳
経
』
に
お
け
る
観
音
の
十
四
施
無
畏
と
『
法
華
経
』
普
門
品
に
お
け
る
観
音
の
十
四
救
済
と
の
異
同
で
あ
る
。
ま

ず
、
両
者
は
一
つ
一
つ
の
内
容
が
完
全
に
一
致
し
た
文
章
と
し
て
対
応
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
『
首
楞
厳
経
』
の
観
音
菩
薩
の
十
四
無

畏
妙
力
は
、
普
門
品
の
中
で
十
四
の
相
応
す
る
内
容
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
十
四
無
畏
妙
力
の
順
番
と
普
門
品
の
救
済
内
容

の
順
番
と
は
同
じ
で
あ
る
。
第
三
に
、
表
三
太
字
の
箇
所
は
、
同
じ
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
以
上
の
三
点
か
ら
み
れ
ば
、
『
首

楞
厳
経
』
の
観
音
菩
薩
の
十
四
無
畏
妙
力
は
『
法
華
経
』
の
「
普
門
品
」
の
救
済
内
容
の
思
想
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
、
『
首
楞
厳
経
』
の
観
音
菩
薩
の
十
四
無
畏
妙
力
は
普
門
品
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
た
訳
で
は
な
い
。
相
違
点
と
し
て

は
、
ま
ず
、
『
首
楞
厳
経
』
は
「
普
門
品
」
の
十
四
の
内
容
を
要
約
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
普
門
品
」
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
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た
の
で
は
な
く
、
核
心
の
み
を
摂
取
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、
普
門
品
に
お
け
る
観
音
菩
薩
の
救
済
内
容
は
、
人
々
の
行
為
の
結
果
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
人
々
の
現
生
俗
世
の
煩

悩
・
苦
難
・
災
害
な
ど
を
取
り
除
く
こ
と
と
共
に
、
利
益
・
徳
福
・
平
和
な
ど
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
首
楞
厳

経
』
に
お
け
る
観
音
菩
薩
の
十
四
無
畏
妙
力
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
は
観
音
菩
薩
の
よ
う
に
、
自
分
の
行
為
の
原
因
、
つ
ま
り

因
地
・
本
性
・
主
客
の
対
立
を
絶
し
た
慧
観
・
般
若
・
如
来
蔵
に
戻
り
、
我
な
く
、
諸
相
な
く
、
声
か
ら
離
れ
て
本
心
の
ハ
タ
ラ
キ
そ

の
も
の
を
耳
に
聞
く
こ
と
と
な
ろ
う
と
、
今
ま
で
、
十
四
ヶ
所
で
強
く
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
我
々
の
衆
生
は
、
心
の
外
側
に
向
っ
て

諸
々
の
縁
に
乗
っ
て
、
色
々
な
因
（
習
気
・
業
・
我
見
・
情
見
・
無
明
な
ど
）
を
造
り
出
し
て
い
た
の
で
、
必
然
的
に
そ
の
結
果
（
煩

悩
・
苦
難
・
災
害
な
ど
）
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
き
て
い
た
。
若
し
我
々
衆
生
が
、
心
の
内
面
に
向
っ
て
諸
々
の
縁
（
色
・
声
・
味
・

香
・
触
・
法
な
ど
）
を
離
れ
、
本
心
の
ハ
タ
ラ
キ
そ
の
も
の
（
聞
性
）
を
耳
に
聞
く
こ
と
に
専
念
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
分
別
心
は
妙
明
元

心
に
還
り
、
聞
く
ハ
タ
ラ
キ
と
そ
の
対
象
と
な
る
声
に
は
区
別
が
あ
っ
て
も
、
聞
性
に
は
差
異
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
主
客
の

対
立
を
絶
し
た
聞
性
そ
の
も
の
へ
向
か
っ
て
複
帰
し
つ
つ
、
是
と
非
是
と
の
対
立
を
超
越
す
る
菩
提
妙
浄
明
の
体
（
真
円
通
）
を
体
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
は
、
『
首
楞
厳
経
』
に
お
け
る
十
四
無
畏
妙
力
が
『
法
華
経
』
の
普
門
品
に
お
い
て
は

明
確
に
は
述
べ
て
い
な
い
、
よ
り
高
く
す
ぐ
れ
た
精
神
性
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
因
が
な

く
な
っ
て
、
そ
の
果
（
煩
悩
・
苦
難
・
災
害
な
ど
）
も
自
然
に
生
み
出
さ
れ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
何
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
と
、
表
二
の
太
線
の
下
線
の
処
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
普
門
品
の
救
済

は
、
衆
生
が
一
心
に
「
礼
拜
」
・
「
供
養
」
・
「
称
名
」
な
ど
の
方
法
を
行
え
ば
、
救
済
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『
首
楞
厳
経
』

の
十
四
無
畏
妙
力
で
は
、
「
以
観
観
者
」
・
「
観
聴
旋
復
」
・
「
根
境
円
融
」
な
ど
の
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

上
述
し
た
よ
う
に
、
見
る
（
聞
く
或
は
知
る
）
ハ
タ
ラ
キ
の
根
本
に
向
い
、
見
性
（
聞
性
・
空
性
）
に
専
念
す
れ
ば
、
是
非
の
対
立
を
絶

し
た
菩
提
妙
浄
明
の
体
を
悟
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
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以
上
の
分
析
か
ら
み
れ
ば
、
『
首
楞
厳
経
』
の
十
四
無
畏
妙
力
は
、
『
法
華
経
』
普
門
品
の
内
容
の
要
点
を
お
さ
え
つ
つ
、
『
法
華

経
』
の
「
開
仏
知
見
」
・
「
悟
仏
知
見
」
・
「
智
観
」
の
精
神
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
世
間
的
な
行
為
の
結
果
（
煩
悩
・
苦
難
・
災
害

な
ど
を
除
く
こ
と
と
利
益
・
福
徳
・
事
業
成
功
な
ど
）
を
追
求
す
る
衆
生
を
常
住
真
心
の
因
地
へ
導
き
、
観
音
菩
薩
を
信
仰
す
る
苦
難
の

衆
生
を
、
主
客
の
対
立
を
絶
し
て
、
諸
我
な
く
、
諸
相
な
く
、
諸
声
か
ら
離
れ
る
聞
性
に
回
帰
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
世
俗
利
益

の
信
仰
か
ら
出
世
修
行
の
信
仰
へ
引
導
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
よ
っ
て
、
『
首
楞
厳
経
』
の
十
四
無
畏
妙
力
は
、
因
地
の
根
か
ら
救
済

す
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　
　
（
五
）
四
不
思
議
と
千
臂
大
悲
観
音
の
信
仰
と
の
関
係

　

以
上
み
て
き
た
に
、
『
首
楞
厳
経
』
に
お
け
る
観
音
菩
薩
は
仏
と
同
じ
慈
力
を
持
ち
、
三
十
二
の
応
身
が
あ
る
。
ま
た
、
衆
生
の
悲
仰

と
同
一
と
な
る
が
故
に
、
十
四
無
畏
無
作
の
妙
力
を
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
現
形
說
法
」
・
「
無
畏
衆
生
」
・
「
捨
宝
求
哀
」
・

「
所
求
随
欲
」
の
四
不
思
議
無
作
の
妙
徳
を
そ
な
え
て
い
る
次
に
、
こ
の
「
四
不
思
議
」
と
前
の
こ
で
述
べ
た
『
千
臂
千
眼
大
悲
経
』
類

と
を
比
較
し
た
結
果
、
以
下
の
相
違
が
判
明
し
た
。

　

ま
ず
、
『
首
楞
厳
経
』
と
『
千
臂
千
眼
大
悲
経
』
類
で
は
、
完
全
に
一
致
す
る
言
葉
あ
る
い
は
文
句
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
以
下
の
よ

う
な
こ
と
が
い
え
る
。
『
首
楞
厳
経
』
で
は
、
第
一
に
、
初
に
根
と
塵
を
忘
れ
れ
ば
妙
と
な
り
、
次
に
智
と
境
を
絶
し
て
、
能
と
所
と
俱

に
寂
す
れ
ば
、
妙
妙
と
な
る
と
い
う
。
す
る
と
、
六
根
は
、
有
為
相
か
ら
脱
却
し
て
見
・
聞
・
覺
・
知
の
分
隔
が
無
く
な
り
、
一
と
六
と

の
対
立
も
消
え
て
、
六
根
相
互
に
用
と
な
る
。
そ
し
て
、
一
つ
の
円
融
清
浄
の
宝
覚
と
な
り
、
即
ち
寂
滅
現
前
、
應
化
無
方
と
な
る
。
そ

し
て
、
首
・
臂
・
目
の
数
は
皆
千
種
と
な
り
、
さ
ら
に
八
万
四
千
ま
で
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
宋
代
の
長
水
子
睿
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、

「
首
出
衆
聖
」
は
法
身
で
あ
り
、
「
臂
能
提
接
」
は
化
身
で
あ
り
、
「
目
以
導
明
」
は
智
身
（
自
受
用
の
報
身
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お

そ
ら
く
衆
生
の
八
万
四
千
の
煩
悩
に
対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
表
三
の
右
に
示
し
た
対
応
す
る
内
容
か
ら
み
れ
ば
、
『
首
楞
厳
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経
』
の
成
立
の
当
時
に
は
、
大
悲
観
音
信
仰
を
典
拠
と
す
る
『
千
臂
千
眼
大
悲
陀
羅
尼
経
』
類
を
色
々
な
方
面
か
ら
包
摂
し
よ
う
と
す
る

意
図
が
窺
え
る
。
第
二
に
、
体
性
か
ら
不
思
議
の
用
が
現
わ
れ
千
首
・
千
臂
・
千
目
の
形
と
陀
羅
尼
を
誦
す
る
力
と
に
よ
っ
て
、
衆
生
に

無
畏
を
施
す
こ
と
か
ら
施
無
畏
者
と
名
付
け
て
い
る
と
い
う
。
と
い
う
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
三
種
類
の
布
施
の
中
に
最
高
の
無
畏
布
施
と

し
て
、
密
教
に
お
け
る
大
悲
信
仰
で
あ
る
大
悲
陀
羅
尼
の
巨
大
な
威
力
を
内
摂
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
『
首
楞

厳
経
』
に
よ
れ
ば
、
第
三
に
、
衆
生
の
功
徳
を
積
む
た
め
布
施
波
羅
蜜
を
衆
生
に
さ
せ
よ
う
と
、
財
布
施
と
身
布
施
を
喜
ん
で
行
わ
せ
る

と
い
う
。
ま
た
、
第
四
に
、
衆
生
が
妻
や
子
供
を
求
め
る
こ
と
か
ら
大
涅
槃
ま
で
も
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
を
、
皆
満
足
さ
せ
る
と
い

う
。
こ
こ
に
は
、
大
悲
陀
羅
尼
の
多
数
な
方
便
を
内
包
し
よ
う
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
目
的
は
、
や
は
り
大
悲
観
音
の
信
仰
を
も
ち
つ
つ
も
、
現
世
の
利
益
・
福
徳
・
事
業
成
功
な
ど
を
追
求
す
る
諸
衆
生
を
、
少
し
ず

つ
観
音
信
仰
の
根
本
、
つ
ま
り
、
仏
教
の
深
い
根
本
で
あ
る
如
来
蔵
を
悟
る
出
世
修
行
の
方
向
に
導
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
文
殊
菩
薩
は
、
耳
根
円
通
の
観
音
法
門
を
わ
れ
わ
れ
の
婆
娑
世
界
の
根
機
に
最
も
適
切
す
る
こ
と
を
絶
賛
し
て
い
る
長
い
偈

文
が
あ
っ
て
、
「
反
聞
聞
自
性
、
性
成
無
上
道
」
の
教
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
本
経
は
最
後
垂
範
の
典
と
位
置
を
付
け
た
の
で
あ
ろ
う

　
　
お
わ
り
に

　

中
国
に
お
け
る
観
音
信
仰
に
は
、
底
流
と
す
る
正
統
的
で
簡
素
な
普
門
観
音
信
仰
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
と
唐
代
に
盛
ん
に
な
っ
た

陀
羅
尼
密
教
の
複
雑
怪
奇
な
観
音
信
仰
が
千
手
大
悲
観
音
へ
と
吸
収
さ
れ
た
。
先
学
達
の
優
れ
た
研
究
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

二
つ
流
れ
の
典
拠
と
な
っ
た
経
典
と
『
首
楞
厳
経
』
第
六
巻
に
あ
る
観
音
の
耳
根
円
通
法
門
・
三
十
二
応
身
・
十
四
無
畏
・
四
不
思
議
と

を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
二
つ
の
流
れ
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
意
図
が
『
首
楞
厳
経
』
第
六
巻
の
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
つ
の
観
音
信
仰
の
流
れ
と
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
経
典
の
思
想
を
含
み
な
が
ら
、
俗
世
の
利
益
だ
け
を
追
求
す
る

衆
生
を
強
く
導
い
て
「
反
聞
聞
自
性
、
性
成
無
上
道
」
の
諸
法
実
相
の
見
性
へ
、
俗
世
と
出
世
を
越
え
て
十
方
円
明
に
向
か
わ
せ
よ
う
と
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し
た
。
こ
の
よ
う
な
教
え
と
精
神
が
あ
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
本
経
は
今
ま
で
、
中
国
の
観
音
信
仰
の
三
大
経
典
の
一
つ
と
し
て
、
『
楞
厳

呪
』
や
『
大
悲
呪
』
と
共
に
、
朝
晩
の
課
に
必
ず
誦
持
さ
れ
た
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
も
、
中
国
の
観

音
信
仰
に
お
け
る
『
首
楞
厳
経
』
の
影
響
力
は
大
き
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
今
回
、
最
後
の
結
論
ま
で
に
は
い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。
特
に
大
悲
観
音
と
の
関
係
は
検
討
不
足
と
い
え
る
。
さ
ら
に
細
か

く
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
研
究
を
続
け
た
い
。

　

【
注
】

（
１
）
佐
和
隆
研
「
観
世
音
菩
薩
の
展
開
」
、
『
仏
教
芸
術
』
第
一
〇
号
、
一
九
五
〇
年
、
頁
四
六
～
四
七
。

（
２
）
松
本
文
三
郎
「
観
音
の
語
義
と
古
代
印
度
、
支
那
に
お
け
る
そ
の
信
仰
に
つ
い
て
」
、
速
水
侑
編
『
観
音
信
仰
研
究
』
（
『
民
衆
宗
教
史
叢
書
』
巻

七
）
、
雄
山
閣
出
版
社
、
一
九
八
二
年
一
二
月
、
頁
一
～
一
六
。

（
３
）
韓
秉
方
「
観
世
音
信
仰
与
妙
善
的
伝
説
―
兼
及
我
国
最
早
一
部
宝
巻
《
香
山
宝
巻
》
的
産
生
」
、
『
世
界
宗
教
研
究
』
二
〇
〇
四
年
第
二
期
。

（
４
）
劉
輝
『
観
音
信
仰
民
族
探
源
』
、
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
５
）
佐
藤
泰
舜
「
六
朝
時
代
の
観
音
信
仰
」
速
水
侑
編
『
観
音
信
仰
研
究
』
（
『
民
衆
宗
教
史
叢
書
』
巻
七
）
雄
山
閣
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、
頁
二
七
～

三
五
）
、
小
林
太
市
郎
「
唐
晋
の
観
音
」
、
『
仏
教
芸
術
』
第
一
〇
号
、
一
九
五
〇
年
、
頁
三
～
七
三
。

（
６
）
同
上
。

（
７
）
そ
の
流
れ
の
中
で
も
、
そ
の
後
代
に
、
妙
善
公
主
、
水
月
観
音
、
白
衣
観
音
、
放
光
観
音
、
馬
郎
婦
、
魚
藍
観
音
、
誌
公
、
僧
伽
、
万
廻
な
い
し
十
生

観
音
な
ど
様
々
な
方
面
の
信
仰
が
あ
り
、
女
性
化
し
て
展
開
さ
れ
た
流
れ
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
が
、
趙
宋
以
降
と
な
る
と
い
う
（
小
林
太
市
郎
『
唐

代
の
大
悲
観
音
』
参
照
）
。

（
８
）
佐
和
隆
研
「
観
世
音
菩
薩
の
展
開
」
。

（
９
）
小
林
太
市
郎
『
唐
代
の
大
悲
観
音
』
等
を
参
照
。

（
10
）
小
林
太
市
郎
『
唐
代
の
大
悲
観
音
』
（
頁
四
三
）
参
照
。

（
11
）
鎌
田
茂
雄
ほ
か
（
編
）
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』
、
雄
山
閣
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
頁
三
〇
七
。

（
12
）
荒
木
見
悟
「
楞
厳
経
・
解
説
」
、
『
中
国
撰
述
教
典
二
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
、
頁
三
六
一
～
三
八
〇
。

（
13
）
佐
藤
泰
舜
「
六
朝
時
代
の
観
音
信
仰
」
を
参
照
。

（
14
）
同
上
、
頁
三
四
を
参
照
。


